
静岡県立大学大学院国際関係学研究科附属グローバル・スタディーズ研究センター　　 Study CIRcle 2020「グローバリゼーションと民主主義」

令和3年 2月12日　　14：40～16：10
実施方法：ZOOMによるオンライン講演会

対象：学生、教員、職員、一般
　　  （参加無料、‘定員300名、学内の学生と教員および職員を優先させていただきます。）

講師 :鈴木大裕（Daiyu Suzuki）  教育研究者・高知県土佐町議会議員

グローバル化に紛れて勢いを増す、

新自由主義がもたらす
公教育の危機とその処方箋

グローバル化に紛れて勢いを増す、

新自由主義がもたらす
公教育の危機とその処方箋

前日の2月11日（木）までに下記URLから登録フォームに入り、必要事項をご記入願います。定員に
達したところで締め切らせていただきます。
https://bit.ly/3bmrso3

略歴
1973年神奈川県生まれ。米国ニューハンプシャー州の高校を経て、ニューヨーク州のリベラルアーツカレッジであるコー
ルゲート大学教育学部卒業。米国スタンフォード大学教育大学院教育哲学科修士課程修了。2002 年から 2008 年
まで千葉市の公立中学校教員。2008 年より米国コロンビア大学教育大学院博士課程在籍（米国フルブライト奨学
生）。2011年より同大学の教育哲学者マキシン・グリーンの助手として教育哲学とアートを繋ぐ大学院授業を担当。
その傍らで東日本大震災復興支援団体や教育アクティビストネットワークを立ち上げる。帰国後教育研究を継続しつ
つ、2019 年の高知県土佐町議会議員選挙に立候補しトップ当選を果たす。教育を通した町おこしに取り組んでいる。

主要研究業績
 単著  鈴木大裕『崩壊するアメリカの公教育―日本への警告』岩波書店、2016 年。
 共編  横湯園子、鈴木大裕、世取山洋介『「ゼロトレランス」で学校はどうなる』花伝社、2017年。
 共著  大貫耕一、白神優理子、氏岡真弓、佐々木仁、鈴木大裕『学校と教師を壊す「働き方改革」―学校に変形労働時間制はいらない』花伝社、2020 年。
 共訳  ケネス・エイゲン（著）、鈴木琴栄、鈴木大裕『音楽中心音楽療法』春秋社、2013 年。

研究概要
鈴木大裕はアメリカの公教育が経験する困難を崩壊と呼び、その実態と背景となる新自由主義教育改革の問題を白日の下に晒して対抗に向けた実
践を進める。公教育をビジネスに変えることで、フランチャイズ型の公設民営学校にヘッジファンドが群がり、子どもたちは複数の学校をたらい回
しにされ、教員は使い捨ての労働者と化す。ニューヨークのハーレム地区に住み、世界で最も裕福な国において教育の圧倒的な不平等を目の当たり
にする。市場型教育改革の負の側面に対し、親としてニューヨークの貧困地区の学校づくりに参画し、アメリカ公教育の崩壊を止めようと力を尽くす。
さらには教育哲学の研究者として、公教育の民営化を中心とする教育改革を批判し、その政策を構造的に支える新自由主義と〈距離のテクノロジー〉
としての数値化〈アカウンタビリティ〉さらには〈グローバル・スタンダード〉との密接な関係に迫る。人々の子弟に向けた足元の教育が〈グローバル・
スタンダード〉で遠隔評価される歴史的かつ構造的な背景を解き明かすに際し、教育と教育行政をつなぐ直接的なメカニズムが新自由主義の構造
の中で再生を困難にしている実態を看破する。この構造の直接的被害者にマイノリティの子どもや家庭があり、〈ゼロトレランス〉政策が彼らに強い
る残虐性を明らかにする。これは民主主義を取り戻すための抵抗であり、日本にとっても対岸の火事であろうはずがない。

鈴木大裕講演会  新自由主義と公教育の危機―教育の数値化、標準化、そして商品化―
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